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平成１７年に開設しました１１４名定員のユニット型特養です。 
全室個室でゆとりのある居住空間を提供しています。「その人らしさを大切に」
の法人理念のもと、ご利用者が快適に過ごせるように自立支援を行っています。

《研究前の状況と課題》

取り組み前は、ケアを行なうにあたって、

各部署との連携が思うように図れず、連絡・

報告が中心のいわば一方通行の状態であっ

た。

原因としてそれぞれの部署が、専門分野の

知識しかなく、他部門の知識が不足してい

た。それにより、ケアを行っていく上で意見

や情報の食い違いが発生してしまい、共通の

目標に沿ったケアが出来ていなかった。

また、ケアの話し合いでは部署の責任者が

参加することが多く、ユニット職員と認識の

温度差が原因であった。

今回、その問題を解決する為、褥瘡ケアを

通し、介護課・医務課・栄養課・理学療法士・

相談員との連携を深める為、カンファレンス

を開き、各部署との情報の共有化を目指し

た。

《研究の目標と期待する成果》

研究の目標

・ 現在の情報のやり取り、ケアの問題点を

見直し、各部署との情報の共有化・連携

を図り、一つの目標に向けチームで取り

組んでいく。

・ 専門分野の知識の向上とそれぞれが持っ

ている分野の知識を情報交換し、知識の

向上と共有化を図る。

・ 褥瘡対象者への有効的なケアの実現への

体制作りを目指し、取り組んでいく。

・ 今回の取り組みを通して当園でのケアに

対するチームアプローチの方法を確立。

期待する成果

・ 褥瘡完治に向け、情報の共有化・連携を

行い取り組むことによりチームワーク力

のアップ。

・ チームで目標を達成することにより、職

員のやり甲斐を見つける。

多職種によるチームケアで生まれた信頼関係の構築主題

褥瘡ケアを通して学んだこと副題

特別養護老人ホーム 多摩の里けやき園事業所４ヶ月

様式２ 
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《取り組みの結果と評価》

・ 各部署との連携が図れたことにより、情

報の共有化ができた。

・ ご家族の不安や疑問点を居室担当が受け

止め、チームで内容を検討することによ

り、ご家族とも連携が図れ、ケアへの理

解と協力が得られた。

・ 結果、皮膚科医からは、患部は手術を行

なわないと治癒しないと言われた状態か

ら、約２ヶ月の取り組みで、患部治癒を

実現した。

・ ご利用者の状態アップやチーム内に達成

感が生まれた。

・ 今回の取り組みを通して当園でのケアに

対するチームアプローチの見本となり、

他職員への参加や理解が深まった。

《まとめ》

・ 全スタッフが一つの目標を理解し、チー

ムで取り組むことにより大きな成果を得

ることができた。

・ 今後も褥瘡ケアに限らず多職種との連携

による PDCAのマネジメントサイクルを
展開し、チームでケアに取り組んでいき、

ご利用者本位のサービスの実現を行な

う。

・ 工夫と改善を行い、現状に満足せず常に

質の高いサービスを目指す。

《具体的な取り組みの内容》

Ｏ・Ｙさん 89歳 女性 要介護度４
左長骨に 1.8×1.4 ㎝の創部壊死状態ステー
ジⅢの褥瘡が形成された。

・ 現状、ケアの方法については、医務課主

任、介護課主任、栄養士の３名にて決定

することが多かったが、今回は、ご利用

者・ご家族と関わりを多く持つ居室担当

者を中心としたチームを形成。

・ チームは、医務課、栄養課、生活相談員、

介護課係長、介護課主任、居室担当者と

し、ケアカンファレンスを数回実施。

・ ご家族に対しては、居室担当者がケアに

対して意見交換を密に行い、ご家族の不

安や疑問についてチームに相談。

・ 相談を受け、ご家族とチームメンバーに

よる会議を行い、それぞれの専門分野よ

り説明を行い、ご家族の不安を解消。そ

の上で、ご家族と全部署で、計１０項目

のケア内容の共通認識を図った。

《提案と発信》

【メモ欄】追加資料 有 無
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